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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月22日(2009.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して得られた画像信号を処理する画像処理装置であって、
　前記画像信号にホワイトバランス補正を行うホワイトバランス補正手段と、
　前記画像信号の内、白色と判定された画像信号に基づいて、前記ホワイトバランス補正
に用いる第１のホワイトバランス補正値を算出する第１の算出手段と、
　前記画像信号から顔領域を検出する顔検出手段と、
　前記顔検出手段により複数の顔領域が検出された場合に、該検出された各顔領域毎に、
前記第１のホワイトバランス補正値によりホワイトバランス補正した後に前記各顔領域に
含まれる画像信号の平均色評価値を予め設定された色評価値にする第２のホワイトバラン
ス補正値を算出する第２の算出手段と、
　前記各顔領域毎に算出された前記第２のホワイトバランス補正値を、前記各顔領域の信
頼度に応じて合成し、当該合成した第２のホワイトバランス補正値を前記第１のホワイト
バランス補正値と更に合成する合成手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記合成手段は、前記信頼度に応じて、前記各顔領域の第２のホワイトバランス補正値
の使用率を決定し、前記第２のホワイトバランス補正値を加重平均することを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記顔検出手段により検出された各顔領域について、前記第２のホワイトバランス補正
値を算出するかどうかを、予め設定された条件に基づいて判断する判断手段を更に有し、
　前記第２の算出手段は、前記判断手段により算出すると判断された顔領域について、前
記第２のホワイトバランス補正値を算出し、
　前記予め設定された条件は、前記顔領域の信頼度が予め設定されたレベルよりも低い場
合、前記顔領域の輝度が予め設定された輝度範囲よりも高いまたは低い場合、前記顔領域
の画像信号を前記第１のホワイトバランス補正値で補正した結果、補正した画像信号の色
相角が予め設定された色相角の範囲内にあった場合の少なくともいずれかを含み、前記判
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断手段は、いずれかの条件が満たされた場合に、前記顔領域の第２のホワイトバランス補
正値を算出しないと判断することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記顔検出手段により検出された複数の顔領域のうち、主被写体の顔領域を決定する決
定手段を更に有し、
　前記合成手段は、前記主被写体の顔領域の第２のホワイトバランス補正値の使用率を、
他の顔領域よりも高くすることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記合成手段は、前記主被写体以外の顔領域の第２のホワイトバランス補正値を使用し
ないことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記合成手段は、前記各顔領域の画像信号を前記第１のホワイトバランス補正値で補正
して得られた平均色評価値が、予め設定された色評価値から離れるに従って、前記顔領域
の第２のホワイトバランス補正値の使用率を下げることを特徴とする請求項２に記載の画
像処理装置。
【請求項７】
　前記顔検出手段により検出された複数の顔領域のうち、主被写体の顔領域を決定する決
定手段を更に有し、
　前記合成手段は、撮影時にフラッシュが発光されている場合に、前記主被写体の顔領域
の第２のホワイトバランス補正値の使用率を、他の顔領域よりも高くすることを特徴とす
る請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記顔検出手段により検出された複数の顔領域のうち、主被写体の顔領域を決定する決
定手段を更に有し、
　前記判断手段が前記主被写体の顔領域の第２のホワイトバランス補正値を算出すると判
断した場合に、前記第２の算出手段は、前記主被写体の顔領域の第２のホワイトバランス
補正値を算出し、前記合成手段は、当該第２のホワイトバランス補正値と前記第１のホワ
イトバランス補正値とを合成することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第２の算出手段は、更に、前記主被写体の顔領域の信頼度がそれ以外の顔領域の信
頼度よりも予め設定されたレベル以上高い場合に、前記主被写体の顔領域の第２のホワイ
トバランス補正値を算出し、前記合成手段は、当該第２のホワイトバランス補正値と前記
第１のホワイトバランス補正値とを合成することを特徴とする請求項８に記載の画像処理
装置。
【請求項１０】
　前記信頼度は、画像全体において、各顔領域が占める割合であることを特徴とする請求
項１乃至９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置を有することを特徴とする撮像
装置。
【請求項１２】
　被写体を撮像して得られた画像信号を処理する画像処理方法であって、
　前記画像信号の内、白色と判定された画像信号に基づいて、ホワイトバランス補正に用
いる第１のホワイトバランス補正値を算出する第１の算出ステップと、
　前記画像信号から顔領域を検出する顔検出ステップと、
　前記顔検出ステップで複数の顔領域が検出された場合に、該検出された各顔領域毎に、
前記第１のホワイトバランス補正値によりホワイトバランス補正した後に前記各顔領域に
含まれる画像信号の平均色評価値を予め設定された色評価値にする第２のホワイトバラン
ス補正値を算出する第２の算出ステップと、
　前記各顔領域毎に算出された前記第２のホワイトバランス補正値を、前記各顔領域の信
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頼度に応じて合成し、当該合成した第２のホワイトバランス補正値を前記第１のホワイト
バランス補正値と更に合成する合成ステップと、
　前記合成ステップで合成されたホワイトバランス補正値を用いて前記画像信号にホワイ
トバランス補正を行うホワイトバランス補正ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
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